
【　粟　生　田　堰　】

用 水 位 置 図

江戸時代中期より取水されていたと見られ、T7に堰工事、S23には災害による復旧工事を
行った。その後、S54の河川改修工事に伴い現在の堰、樋管を全面改築し現在に至る。取水
された用水は、かんがい用だけではなく、非かんがい期では地域の防火用水としての役割を
果している。
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